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学校安全の考え方
日常生活全般における安全確保のための必要な事項
を実践的に理解し、自他の生命尊重を基盤として、
生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うととも
に、進んで安全で安心な社会作りに参加し貢献でき
るような資質・能力を育成することを目指す

事故の要因となる学校環境や児童生
徒等の学校生活等における行動の危
険を早期に発見し速やかに除去する
とともに、事故等が発生した場合に
備えておくことを目指す

学校安全参考資料「生きる力」をはぐくむ学校で
の安全教育（2019年改訂2版）より作成

安全の課題に関心を持ち、主体的に自他の安
全を実現しようとしたり、安全・安心な社会づく
りに貢献しようとしたりする態度を身に付ける

様々な危険性、安全・安心の意義を理解し、
安全な生活を実現するために必要な知識や技能を
身に付ける

自らの安全の状況を適切に評価するととも
に、必要な情報を収集し、安全な生活を実現する
ために何が必要かを考え、適切に意思決定し、行
動するために必要な力を身に付ける
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児童向け安全教育「ひなどり」

標識（ひょうしき）作って

なくそう 事故を

「どこで どうする？」

理解（りかい）して

ひ
な
ど
り

ひ
な
ど
り

ひなどりは、敵からの回避方法、空の飛び方、餌の取り方などを学習してひなどりは、敵からの回避方法、空の飛び方、餌の取り方などを学習して
から巣立つ。転じて、小学生のうちに、事故防止に必要な身を守る方法を
理解し、身に付けて欲しいとの願いを込めている。

大阪府内の公立小学校（4年生）を対象に、「校
内版ひなどり」を実施

中井 宏・岡真裕美・臼井伸之介・森泉慎吾 (2018) 小学生に対する安全教育プログラム「ひなどり」の開発と実践
―学校内での負傷予防を目指して― 安全教育学研究, 17(3), 33–46. 2019年度 日本安全教育学会優秀実践賞受賞 3



「ひなどり」の流れ
対象者
大阪府下の公立小学校4年生児童

• 2クラス、計64名
進行は担任教諭に一任
総合的な学習の時間を充てた（計3日間、5コマ）

1. 危険箇所を見つける
2. 当該箇所での事故や負傷を予防する具体的な
目標を自ら立てる

3. 具体的な目標を表すピクトグラムデザインを
考え、描く

4. 自作したピクトグラムを貼りに行く
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第1日—1コマ目～2コマ目
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児童が見つけた危険
遊具 うんていから落ちる 教室 教室でジャンパーが落ちていて、それにのって滑る

うんていの上から飛び降りる 教室の机で指を挟む
ブランコで斜めにこいでいる人とぶつかった 机の角にぶつかる
ジャングルジムで下を歩いていると、上から人が落ちてきた イスで遊んでこける
ジャングルジムから飛び降りた 黒板のチョーク入れに頭を打つ
登り棒から落ちる 教室のガラスが割れる
登り棒の上に立つ 水筒が落ちてきて足に当たる
タイヤからサッカーゴールに飛び移る 教室の絵の具バッグに引っ掛かった
鉄棒で鼻を打つ 紙で手を切る
鉄棒から落ちる 教室のドアで遊んでいて、指を挟む

運動場 運動場の縄跳びジャンプ台で転んだ 机に掛けている手さげにひっかかってこける
運動場で石につまずいて転んだ 手さげの取っ手に引っ掛かってこける
運動場のでこぼこしているところで転ぶ 中庭 中庭で石に引っ掛かって転んだ
ドッジボールでボールが当たって鼻血が出る 中庭の端にある溝
運動場で血豆が潰れた 体育館 体育館で滑って打撲
運動場で遊んでいたら滑って転んだ 跳び箱で落ちそうになって擦り傷
運動場で蜂に刺される 跳び箱、マット運動でケガをしやすい

階段 階段の滑り止めにつまずく 廊下 一年生の教室の前の廊下がとても滑る
南校舎階段が暗いため、転びそうで危ない 保健室、図書室、音楽室などの床が滑りやすい
階段で友達と話をしていて足を踏み外した 廊下で走っていたら友達と衝突した
階段で遊んでいたら落ちた 雨の日、廊下を走って滑る
階段で友達が走っていたので危なかった 廊下の曲がり角でぶつかる
階段で友達に押されて転んだ 校舎外その他 鯉の池の近くで滑る

給食 給食で熱い物をこぼして火傷を負う 図書館と学校の間のコンクリートで転ぶ
給食のときに皿が割れる 東門の前にある銀色の溝のふた

プール プール 夏は熱中症になる
プールサイド 不明 木の物を触ってトゲが刺さる

図工 図工でカッターの持ち方を間違えて、指を切る ジャンパーのチャックを閉めるとき、指を挟む

図工の時間に手を切る
ポケットに手を入れていて、大事なときに手を付けなかっ
た

下足室 下足室の隣のコンクリートで転んだ 先生の手伝いをしていたら、画鋲がささる
下足室で誰かに押されて、角にぶつかった
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第1日―2コマ目
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第2日―3、4コマ目
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児童の作品一例
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児童の作品一例
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児童の作品一例
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児童による標識作り

全員が2時限以内に作品を完成させた
64名によってのべ105作品

• 時間が余った場合は、複数個作ったり（同じものを
複数or違うもの）、矢印（右側通行を示すもの）を
作ったりした

画力の差異、例示したピクトグラムの影響
描きやすさが優先され、第1日に出てきた「危
険箇所」および「具体的な行動目標」が十分に
反映されなかった点は課題
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第3日―5コマ目
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校内版ひなどりの効果測定

1

2

3

4

前 後 前 後 前 後

3年生（56名） 4年生（64名） 5年生（59名）

①ろうかや階段を走ることは

ありますか

②教室の中を走ることはあり

ますか

③机やいす，ロッカーなどの

上にのぼることはありますか

④ドアやまどを勢いよく開け

閉めすることはありますか

⑤おうちの人や友達と，身の

周りの安全について話をする

ことがありますか
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校内版ひなどりの効果測定

2013年 2014年
9/6～10/7 10/29～11/26 教育前 教育後

2年生 21 29 +38%
2年生 38 52 +37% 3年生 33 43 +30%
3年生 14 29 +107% 4年生 31 16 -48%
4年生 33 42 +27% 5年生 50 43 -14%
5年生 20 18 -10%
計 105 141 +34% 計 135 131 -3%

負傷を理由に保健室を訪ねた児童の延べ人数

ひなどり実施の影響とは必ずしも言い切れないが、教育対ひなどり実施の影響とは必ずしも言い切れないが、教育対
象学年では負傷数が半減し、全体でも前年同時期に比べる
と減少。
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実践結果

担任教諭からの報告
掲示した直後、「別の場所にも貼ったら良かっ
た」との声

「○○くんが『走ったらあかん』って貼ってる
から走らんとこう」と立ち止まった児童

同級生の誰がどこにどのようなピクトグラムを
掲示したか、3月の修了式まで互いに把握して
いた
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校外版ひなどり

17



「ひなどり」のポテンシャル

自助・共助
校外での生活安全、交通安全、災害安全の教育
ツールにもなり得る
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実施・普及に際しての課題
マニュアルの策定
どこまでを気付かせ、どこから教えるか？
適切な対象学年は？
何の科目を充てるか？―総合以外に図工や教科科
目の単元、プログラミング教育といかに関連づけ
るか？

大人の協力
特に、校外での活動には大人の協力が不可欠

• PTA、自治会、こども会、民生委員協議会、交通安全母
の会、青少年健全育成連絡協議会、JAF交通安全実行委
員会、婦人会、老人会、コミセン、商店街組合、消防団、
交番、消防署、警察署など
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安全教育はいつやるの？
小学校学習指導要領総則（2017年）
安全に関する指導は、体育科、家庭科及び特別活動の時間はもと
より、各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間など
においてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること

キャリア・パスポートとの絡み
キャリア・パスポート

• 小学校から高校までのキャリア教育に関わる諸活動について、特別活動
の学級活動及びHR活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状
況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成
長を自己評価できるよう工夫したポートフォリオ

– 新学習指導要領の特別活動…「学校、家庭及び地域における学習や生活の見通しを
立て、学んだことを振り返りながら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将
来の生き方を考えたりする活動を行う」際に、児童生徒が「活動を記録し蓄積する
教材等を活用すること」とされている

高等学校では、総合的な探究の時間は？
生徒自身が「問を見出す」ことが重要なので、押しつけはよくな
いが…
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キャリア教育
就業体験や進路指導だけに留まらず、自らのキャリ
ア形成のために必要な様々な汎用的能力を育ててい
くものであり、学校の教育活動全体を通して行うも
の
学校が伸ばそうとしている「基礎的・汎用的能力」

• 人間関係形成・社会形成能力
– 他者の個性を理解する力、他者に働きかける力、コミュニケーショ
ン・スキル、チームワーク、リーダーシップ等

• 自己理解・自己管理能力
– 自己の役割の理解、前向きに考える力、忍耐力、ストレスマネジメ
ント、主体的行動等

• 課題対応能力
– 情報の理解・選択・処理など、本質の理解、原因の追及、課題発
見、計画立案、実行力、評価・改善等

• キャリアプランニング能力
– 学ぶこと・働くことの意義や役割の理解、多様性の理解、将来設
計、選択、行動と改善等
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キャリア・パスポートの指導
記述や自己評価の指導
教師が対話的に関わり、児童生徒一人一人の目
標修正などの改善を支援し、個性を伸ばす指導
へとつなげながら、学校、家庭及び地域におけ
る学びを自己のキャリア形成に生かそうとする
態度を養うよう努めなければならない

• 教科・科目や学校行事のみの自己評価票ではない
① 教科学習

② 教科外学習（学校行事、児童会・生徒会活動、クラブ活
動、部活動など①以外の学校内活動）

③ 学校外の活動（ボランティア等の地域活動、家庭内での
取組、習い事などの活動）

– ②や③に「安全」に関わる活動を入れることができるので
は？
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文科省による例示資料 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/career/detail/1419917.
htm
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安全に関わる活動と基礎的・汎用的能力
キャリア・パスポートの例示資料内に、「安全」や
「いのち」といった用語を登場させてはどうか
「なりたい自分」や「将来の生き方」を考えさせる際、
「安全」のことを考慮させられないだろうか

• 安全に関わる活動で、「基礎的・汎用的能力」はどのように
伸びるか？

– 人間関係形成・社会形成能力
» 事故防止・防犯・防災の観点でのコミュニケーション

– 自己理解・自己管理能力
» 安全に関わるメタ認知

– 課題対応能力
» 安全を阻害する要因の発見、対策立案、実行

– キャリアプランニング能力
» ？？？
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ルーブリック

「主体的に学習に取り組む態度」の育成
⇒アクティブラーニングが広く導入

⇒学習成果を評価する仕組み…ルーブリック

交通安全教育のルーブリック例
S A B C

知識・技能

交通事故の実態や、交
通に関する法規につい
ての知識をもとに、交
通事故が生起するメカ
ニズムを理解し、その
対策を理解している。

交通事故の実態や、交
通に関する法規につい
ての知識をもとに、身
近な道路の危険を理解
している。

交通事故の実態や、交
通に関する法規につい
て応用的な知識を有し
ている。

交通事故の実態や、交
通に関する法規につい
て基礎的な知識を有し
ている。

思考力・判断力・表現力

交通安全の知識を地域
の大人や子どもたちへ
も伝えることができる。

交通安全の知識を他校
の生徒にも伝えること
ができる。

交通安全の知識を校内
の他生徒に伝えること
ができる。

家族や親しい友人に交
通安全の知識を伝える
ことができる。

主体的に学習に取り組む
態度

サポートなしでも大人
数を巻き込んだ実践活
動を実施できる。

サポートがあれば大人
数を巻き込んだ実践活
動を実施できる。

中程度の人数と連携し
た実践活動を実施でき
る。

少人数と連携した実践
活動を実施できる。

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

25


